






























ンは 1908 年調べ山西 126 万米頓（114 万トン）、ウイリス 1908 年調べ山西



































































































































































































る。」とある。13,500 平方マイルは１平方マイルが 2.59 平方 km とすると、
34,965 平方 km で、約３万５千平方 km となり、合わせて約７万平方 km と
なり、「七百万歩」になると言う。すると、１平方 km は 100 歩となり、周
樹人の言う「１歩」は 10,000 平方ｍで、100 アール、１ヘクタール、100 畝、











概観』で、山西南東の無煙炭田は、439 ～ 634 独平方マイル（約 24,000 ～約
35,000 平方 km）、平均の厚さ 40 英尺（約 12 ｍ）、埋蔵量 6,300 億トン（39）とし、
634 独平方マイルは１独平方マイルが 54.8 平方 km で、約 34,870 平方 km と
なる。『中国第二巻』『第十章山西省の概観』でも、山西東南部の無煙炭区域は、















お尽きるところがない。」とする。「一千万歩」は 10 万平方 km で、厚さ「三十









省の報告書』の炭田 21,700 平方マイルは、１平方マイルが 2.59 平方 km と
すると、約 56,600 平方 km になる。そして、（イ）で述べたように周樹人の
言う１歩は１町歩、１ヘクタール、10,000 平方ｍ、0.01 平方 km とすると、






































































































































































































『Geological	Researches	 in	China,	Mongolia	 and	 Japan,during	 the	years	




























































































望月勝海・佐藤晴生訳『支那Ⅰ―支那と中央アジア』、37 頁、岩波書店 1942 年。

























（27）		Richthofen『Der	 geologischen	 Bau	 von	 Schantung（Kiautshou）	mit	
besonderer	Berücksichtigung	der	nutzbaren	Lagerstätten（有用鉱物層を





（29）		「Kiautschou（胶州）」の重要性は、上記「注釈」（25）では 106,	 107 頁に、


















経緯社 1901 年、37 ～ 42 頁）と、『清国漫遊談』（『教育公報』256 号、帝国教
育会 1902 年２月 15 日、21 ～ 31 頁）である。
（45）		周遐寿『鲁迅小说里的人物』『附录一　旧日记的鲁迅　十八壬寅一（1902 年）』、
269 頁、上海出版公司 1954 年。
（46）		『萬国地誌』は矢津昌永著の『中学萬国地誌』（上中下３巻、丸善 1897 年）を
指す。

















（59）		（68）Richthofen『中国旅行報告書第二巻』『四川省』、174 頁、174 頁、1872 年,	
1900 年,	1903 年,	1941 年発行。
（60）		「Tumulu」、「Hsiyingtsze」両炭田名は、Richthofen『中国第二巻』354、






75 ～ 117 頁。「Tshung-hou-so-sz（中后所）」は『Atlas	von	China	Vol.1（中
国地図第一巻―北中国）』（『Atlas	von	China:	Orographische	und	geologische	
Karten』、1885 年）、９,	10 頁に記載されている。


















省の報告書』、75 頁、1872 年,	1900 年,	1903 年,	1941 年発行。一行は安徽省の
寧国府を訪問している。











fernen	Osten—Reisen	 des	 Grafen	 Bela	 Szechenyi	 in	 Indien,	 Japan,	

















（79）		Raphel	Pumpelly『Geological	Researches	 in	China,	Mongolia	 and	 Japan,	




石灰岩、大理石、化石、洞窟、鍾乳石等の産地表）』（56 頁～ 58 頁）がある。
（80）		地質調査所（日本）の『清国及韓国主要鑛産頒布圖説明　附清国主要鑛産地
名表』（地質調査所地質課『地質要報 15（1）』1902 年）に、『清国主要鑛産地
名表』が掲載されている。
（81）		沈瓞民『回忆鲁迅早年在弘文学院的片断』、44 頁、『鲁迅生平史料汇编第二辑』
天津人民出版社 1982 年。
（2020.5.23　丸尾　勝）
